
-1,200
-1,000

-600
-800

-400
-200

0
200
400
600
800

1,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

純資産
（百万円）

0
10
20
30
40
50
60
70
80

自己資本比率
（％）

2,210
2,672

1,068

-1,600
-1,400

-1,000

-600

-1,200

-800

-400
-200

0
200
400
600

純利益
（百万円）

430 554
291266

△947

-1,200
-1,000

-600
-800

-400
-200

0
200
400
600
800

1,000

経常利益
（百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

通期中間 通期中間

通期中間通期中間

2008年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

6,471
7,106

637

3,4903,185

△795

792
532472

1,010

734
990

520451

△817

2008年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

2008年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

2008年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

2008年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
（中間期）

2008年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
（中間期）

売上高

営業利益

経営利益

純利益

第1四半期
会計期間

485

△170

△183

△184

第 2 四半期
会計期間

783

△74

△84

△85

中間期累計

1,269

△244

△267

△270

第26期 四半期別実績 （単位：百万円）■

第26期 Business report（中間期）

濡れている場合はよく乾かしてからめくってください

2010年4月1日～9月30日

①開く

売 上 高 12億69百万円（前年同期比  99.1％増）

営 業 利 益 △2億44百万円（前年同期 7億95百万円の損失）

経 常 利 益 △2億67百万円（前年同期 8億17百万円の損失）

純 利 益 △2億70百万円（前年同期 9億47百万円の損失）

株主名簿管理人 ／三菱UFJ信託銀行株式会社
連　絡　先 ／ 〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
  三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電　　　話 ／ 0120-232-711（通話料無料）

料金後納郵便

株主のみなさまには平素より
格別のご支援を賜り厚くお礼
申し上げます。
当社における第26期中間期

（2010年4月1日から2010年9月
30日まで）の事業の概況をとり
まとめましたので、ここにご報
告を申し上げます。よろしくご高
覧賜りますようお願い申し上げ
ます。

2010年12月

代表取締役社長　渡辺 登

ごあいさつ 当中間期の業績

株式会社太陽工機
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■JIMTOF2010に出展いたしました！！
　2010年10月28日～11月2日の6日間、東京ビッグサイト
にて国内最大の展示会であるJIMTOF2010（第25回日本国
際工作機械見本市）に出展、新機
種Vertical Mate 85をはじめ、当
社主力のNVGH-3TC、NVGⅡ-5T
の3機種のラインナップを展示いた
しました。
　当社ブースへの来場者は3,000名に
のぼり、国内のお客様のみならず、
アジア・欧米地域のお客様に向け、
当社製品の優位性をアピールする絶好の機会となりました。
　当展示会においては、受注や引合だけでなく、加工工程に
関するご要望も多数いただくことができました。こうしたご
要望にスピーディーに対応し、今後の製品開発に活かしてま
いります。

■新機種開発　Vertical Mate 85登場！！
コンセプトは、「シンプルデザイン＆
リーズナブルプライス」。シンプル構
造の汎用立形複合研削盤Vertical 
Mate 85で複合加工／工程革新／高
精度化をよりリーズナブルなプライ
スでご提供できるように企画設計い
たしました。
～特徴～
（1）シンプルな構造設計：優位性はそのままに、機能を集約
（2）汎用機としての利便性
（3）リーズナブルな価格設定：従来機種比約25％ダウン
（4）使いやすさを追求したオペレーションシステム
（5）多彩な研削加工プログラム

設 立 年 月 日

資 　 本 　 金

発行可能株式総数

発行済株式の総数

本 社 所 在 地

ホームページアドレス

従　業　員　数

主要な事業内容

1986年3月14日

7億32万8,200円

9,000,000株

2,978,200株

新潟県長岡市西陵町221番35

http://www.taiyokoki.com/

178人

工作機械（各種研削盤）の開発・製造
及び販売

ホームページのご案内

当社の詳しい情報は
ホームページより
ご覧いただけます。

http://www.taiyokoki.com/

②開く

立形研削盤

73.0%

横形研削盤

12.7%

14.3%

その他専用研削盤

売上構成比

当社を取り巻く経営環境は最悪期を脱し、回復の傾向が顕
著になってまいりました。すなわち、国内外における設備投
資需要は着実に回復してきており、特に海外におきましては、
アジアを中心とした新興国では設備投資需要が大いに高まっ
ております。
このような環境の中、当社の受注及び引合状況につきまし

ても大幅な改善が見られております。特に、海外での受注活
動につきましては、前事業年度に中国、フランスにエンジニ
アを配置しており、増加傾向にある海外需要に対応し、受注
増加に努めております。また、今年６月に発表したVertical 
Mate 85は当社の受注状況の改善に大いに寄与しました。工
程革新、高精度化といった従来機械の優位性を維持しつつも、
構造をシンプルにすることにより、低価格を実現した機種で
あり、幅広くユーザーからの需要を取り込んでおります。
また一方では、コスト削減についても引き続き推し進めて

おります。設計の工夫による外部調達コストの低減はもちろ
んのこと、管理職以上の一部給与カットにより固定費を削減
しております。
この結果、受注状況は前年同期比大幅に改善し、当中間期

の受注高は、2,027,111千円（前年同期比238.3％増）となり
ました。
売上高につきましては、受注状況の改善により、当中間期の
実績は1,269,074千円（前年同
期比99.1％増）となり、損益
につきましては、営業損失
244,322千 円（前 年 同 期 は
795,370千円の損失）、経常損
失267,292千円（前年同期は
817,507千円の損失）、四半期
純損失270,728千円（前年同
期は947,002千円の損失）と
なりました。

Vertical Mate 85

JIMTOF会場風景

会社概要 （2010年9月30日現在） 当中間期の営業概況 トピックス
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